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編 集
後 記

　今月は地区別共進会が開催されました。昨年までは各地区ごとに開催していた同会ですが、今年度は
全地区一堂に介しての開催となりました。初めて共進会に取材で訪れた際は、どの牛も同じように見
え、優劣の差がはっきりと分からなかった私ですが、何度か共進会やせりなどを取材させてもらい、だ
んだんとその優劣が分かるのではないかと自分の中で予想をしつつ取材に臨んだものの、審査結果がで

てみると自分の予想と全然違い、残念ながら未熟さを思い知る結果となりました。今後の取材を通して、牛だけでな
く、農畜産物を見る「目」を育てていければと思います。                                                             （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。
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　『
第
17
回
ご
と
う
農
協
地
区
別
和

牛
共
進
会
』
が
10
月
４
日
、
畜
産

事
業
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
は
、
種
牛
能
力
と

産
肉
能
力
の
両
方
を
兼
ね
備
え
た

特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
を
目
的
に

「
五
島
牛
」
の
改
良
の
成
果
を
競
い

合
う
場
と
し
て
共
進
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
来
年
11
月
の
長
崎
県
和
牛
共
進

会
に
加
え
、
令
和
９
年
８
月
に
は

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
北
海
道
大

会
が
控
え
て
お
り
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
で

は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
大
会
へ
の
足
掛
か
り
と
す
る

も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
管
内
９
地
区
の
畜
産

農
家
か
ら
生
後
20
ヶ
月
未
満
の
若

雌
牛
30
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
月
齢
の
範
囲
で
１
区

か
ら
３
区
に
分
か
れ
、
審
査
標
準

に
沿
っ
て
発
育
状
況
や
体
形
の
バ

ラ
ン
ス
な
ど
を
基
に
採
点
。
各
区

で
個
体
審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
牛
は
、
ど
れ
も
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
五
島
ら
し

い
体
積
に
富
ん
だ
良
牛
ば
か
り
。

こ
れ
に
は
審
査
員
も
甲
乙
つ
け
が

た
い
様
子
で
、
各
区
と
も
に
審
査

は
難
航
し
ま
し
た
。

　
優
等
賞
主
席
に
選
ば
れ
た
の
は
、

１
区
が
崎
山
地
区
の
野
口
兼
幸
さ

ん
の
「
あ
い
こ
」
号
で
「
体
上
線
・

体
下
線
と
も
に
平
直
で
、
体
躯
が

充
実
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
区
で
は
、
同
じ
く
崎
山
地
区

の
阿
野
光
広
さ
ん
の「
さ
と
み
」号
。

「
牛
の
姿
が
鮮
明
で
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
、
体
上
線
も
非
常
に
優
れ
て
い

る
。
栄
養
度
も
最
適
で
脂
肪
も
少

な
い
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
区
で
は
、
本
山
地
区
の
寺
脇

鳳
輝
さ
ん
の
「
な
つ
」
号
。「
３
区

の
中
で
最
も
種
牛
性
に
富
ん
だ
牛
。

輪
郭
鮮
明
で
均
称
・
資
質
に
優
れ

て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
優
等
賞
主
席
に
選

ば
れ
た
３
頭
の
中
か
ら
名
誉
賞
（
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
に
輝
い

た
の
が
、
２
区
の
阿
野
光
広
さ
ん

の
「
さ
と
み
」
号
。
審
査
員
も
「
優

れ
た
体
積
だ
け
で
な
く
、
種
牛
性

も
兼
ね
備
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

牛
」
と
称
賛
し
ま
し
た
。

　
審
査
報
告
で
は
「
五
島
ら
し
い

発
育
良
好
の
牛
が
多
く
出
品
さ
れ

た
一
方
で
、
栄
養
度
の
面
で
過
肥

な
牛
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
今

後
課
題
と
し
て
認
識
し
て
ほ
し
い
」

と
し
「
牧
草
の
刈
り
遅
れ
を
無
く

す
こ
と
で
、
多
く
の
タ
ン
パ
ク
質

を
含
む
栄
養
価
の
高
い
牧
草
を
与

え
る
こ
と
が
重
要
」
と
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
今
回
出
品

さ
れ
た
牛
は
、
こ
れ
か
ら
五
島
地

区
の
繁
殖
基
盤
を
支
え
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
牛
た
ち
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
三
井
楽
肉
用
牛
生
産
部
会
は
10
月
25

日
、
三
井
楽
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

内
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊
碑
を
前
に
部
会

員
や
Ｊ
Ａ
役
員
、
関
係
機
関
か
ら
30
名

ほ
ど
が
参
列
し
て
畜
魂
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

　
畜
魂
祭
は
、人
の
た
め
に
犠
牲
と
な
っ

て
死
ん
で
い
っ
た
家
畜
た
ち
へ
敬
意
を

も
っ
て
御
霊
を
慰
め
る
も
の
で
す
。

　
参
列
者
は
、
順
番
に
玉
串
を
捧
げ
家

畜
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

慰霊碑を前に玉串を捧げる吉川久徳部会長。
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　９月27日より出荷を開始し
た中玉トマト部会は、10月２
日に富江支店で出荷会議を開
き、出荷計画と出荷規格につ
いて協議しました。
　今年は、生産者６名が85㌃
を栽培しており、８月から９
月上旬まで随時苗が定植され
ました。その後、９月の高温と
干ばつの影響で生育に不揃い
が見られ、ＪＡでは例年より
小玉傾向にあるとしていま
す。
　収穫は９月末から来年６月
頃まで続き総量86.7㌧の出荷
を計画しています。
　会議に出席した大阪中央青
果（株）と京都青果合同（株）、
全農ながさきの担当者は「高
温が続き、各地で収量が落ち
ている中で、11月には気温が

低下し樹勢も回復すること
で、出荷量も伸びてくると見
ている」とした上で「五島ル
ビーは色付き品質良好で、予
定より早く市場出荷を確保し
て有利販売に努めていく」と
して生産者へ味・品質・数量を
伸ばしてほしいと呼びかけま
した。

　契約甘藷の収穫が最盛期を
迎えました。
　ここ長手町の道脇実喜夫さ
んの圃場では、ポテカルゴと
呼ばれる掘り取り機を使った
収穫が行われています。
　作付け200㌃余りと、部会の
中でも大きな面積を栽培する
道脇さんにとって、ポテカル
ゴは掘り取りから選別・コン
テナ詰めの工程を機械に乗っ
たまま行える優れモノ。昨年、
契約甘藷部会発足の翌年に導
入しました。「甘藷の面積拡大
には絶対に必要」と導入への
迷いは無かったそうです。
　使ってみると作業効率は、
手掘りの３倍から５倍に感じ
られ、一緒に作業する家族の疲
労も抑えられたといいます。

　今後、300㌃まで面積を拡
大したいという道脇さんは現
在、甘藷のほかに葉たばこ
350㌃、麦550㌃を経営。
　平成29年に道脇農園として
法人化以来、今では両親と奥
さんに息子さんと従業員の６
人で力を合わせて「五島の農
業を豊かにして後世に伝えた
い」と日々取り組んでいます。

　私は、10月10日に長崎市で
開催された『ＪＡ長崎県青年大
会』に参加したＪＡごとう青年
部の担当職員として同行させ
ていただきました。
　会場となったＪＡ会館は、九
州各地のＪＡから集まった若
手農業者たちの熱気にあふ
れ、開会前から緊張感が漂っ
ていました。
　大会では、『ＪＡ青年の主張
発表』と『ＪＡ青年組織活動実
績発表』が行われ、全員が真剣
な表情で、農業に対する思い
や課題、未来への希望を自ら
の言葉で伝えていました。
　五島代表で登壇した山中勇
太郎さんも、持ち前の落ち着

きと熱意で、自身の経験を踏
まえた素晴らしい発表を披露
しました。
　他の代表者も個性豊かな発
表で、誰もが聞き入るような
瞬間が何度もありました。
　審査の結果、五島代表は惜

しくも入賞には届きませんで
したが、審査員からも高く評
価され、健闘が称えられまし
た。結果発表の瞬間には会場
に大きな歓声が沸き上がり、
全員が互いの努力をたたえ
合っていました。その姿に、私

は農業にかける若者たちの絆
を強く感じました。
　今回の経験は、私にとっても
大きな学びとなり、地域の農業
の未来を担う若い力をこれか
らも支えていこうと決意を新
たにする大会になりました。

親睦ボウリング大会

地産地消

Ａコープ浦桑店

●生誕28周年を迎えたＡコープ浦桑店では日頃の利用者への感謝を込めた生誕祭を開催しました。

２８周年生誕祭

感謝の気持ちを込めて特別価格でご奉仕

　10月25日から27日までの３
日間、ＪＡごとうのＡコープ浦
桑店では、生誕28周年を記念す
る大創業祭を開催。日頃の利用
者への感謝を表すとともに、こ
れからの変わらぬご愛顧を祈
念して、店内商品を生誕祭特別
価格でご用意しました。
　当日は多くのお客様が来店
し、肉や野菜、Ａコープ商品な
どを物色。いつもの商品が特別
価格で買えるとあって３日間
とも店内は大盛況の様子でし
た。
　また、当日はカード会員様限
定のガラポン抽選もご用意。１
等は１万円分の商品券が当た
るとあってこちらも長蛇の列
ができていました。
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干ばつの影響で生育に不揃い
が見られ、ＪＡでは例年より
小玉傾向にあるとしていま
す。
　収穫は９月末から来年６月
頃まで続き総量86.7㌧の出荷
を計画しています。
　会議に出席した大阪中央青
果（株）と京都青果合同（株）、
全農ながさきの担当者は「高
温が続き、各地で収量が落ち
ている中で、11月には気温が

低下し樹勢も回復すること
で、出荷量も伸びてくると見
ている」とした上で「五島ル
ビーは色付き品質良好で、予
定より早く市場出荷を確保し
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伸ばしてほしいと呼びかけま
した。
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親睦ボウリング大会

地産地消

Ａコープ浦桑店

●生誕28周年を迎えたＡコープ浦桑店では日頃の利用者への感謝を込めた生誕祭を開催しました。
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価格で買えるとあって３日間
とも店内は大盛況の様子でし
た。
　また、当日はカード会員様限
定のガラポン抽選もご用意。１
等は１万円分の商品券が当た
るとあってこちらも長蛇の列
ができていました。
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　ＬＡ下期対策会議が10月15
日、本店で行われＪＡ共済の
普及推進を担うＬＡ（ライフ
アドバイザー）職員の上期の
活動経過と下半期に向けた
活動方針を協議しました。
　家永組合長は「能登半島の
震災後、ＪＡ共済の意義と必
要性が再認識される中で、五
島にも大災害が無いとは言
い切れない。皆で協力し合い
組合員や地域の方々に必要
な保障を届けて行ってほし
い」と挨拶。
　全共連長崎県本部の脊川本
部長は「ＪＡ共済では、能登半
島地震に対する共済金のお支
払いは最終的に1700億円に達
する見込みで、これは損保30

社の金額を超えるものです。
被災地の方々からも、ＪＡ共済
に加入して良かったという声
が多く聞かれました。一方で
は、もう少し勧めてほしかっ
たという声も聞かれます。今
後もお客様本位で推進活動に
取り組んでいただきたい」と
激励しました。
　ＬＡより上期の活動内容と
下期の取組み方針が発表さ
れ、お客様一人一人を大切
に、組合員と地域の方々へ安
心を届ける活動に取り組む
ことを確認しました。
　最後に出席者全員による
『ガンバロー三唱』が声高ら
かに唱和され、下期のＬＡ活
動がスタートしました。

　第21回ごとう農協年金友の
会ゲートボール大会が10月21
日、五島市大津みなと公園で開
催され、上五島地区と下五島地
区合わせて15チームが参加し
て熱戦を繰り広げました。
　見事に優勝を果たしたのは、
木場支部の籠渕チーム。次いで
準優勝が同じく木場支部の年
輪会チーム。第３位に本山支部
の野々切Bチームが、敢闘賞に
同じく本山支部の野々切Aチー
ムが輝きました。
　同大会は、農協の文化活動の
一環として、ゲートボールを通
じて農協への理解と会員の親
睦、融和並びに健康増進を図る
ことを目的に毎年開催されて
います。
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売
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、
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開
催
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て
い
ま
す
。
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編 集
後 記

　今月は地区別共進会が開催されました。昨年までは各地区ごとに開催していた同会ですが、今年度は
全地区一堂に介しての開催となりました。初めて共進会に取材で訪れた際は、どの牛も同じように見
え、優劣の差がはっきりと分からなかった私ですが、何度か共進会やせりなどを取材させてもらい、だ
んだんとその優劣が分かるのではないかと自分の中で予想をしつつ取材に臨んだものの、審査結果がで

てみると自分の予想と全然違い、残念ながら未熟さを思い知る結果となりました。今後の取材を通して、牛だけでな
く、農畜産物を見る「目」を育てていければと思います。                                                             （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。

長手長手
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